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 市内各地の最近の話題や
 名所・旧跡を紹介します。

今
に
も
飛
び
立
ち
そ
う
な

◀
ヨ
シ
細
工
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

◀七色にかがやく、ヨシで作ったヒンメリ
（ヒンメリとは北欧生まれの多角形モビールです）

　10月２３日・24日、藤岡渡良瀬運動公園で、渡良瀬遊水地のヨシ灯り2021
が栃木市と小山市の共同開催で行われました。ヨシを組み合わせて制作した「ヨシ
灯り」を約８０基、公園内に並べライトアップし、幻想的な光景を作り出しました。
寒い中でしたが、約1,000人の方々が訪れ、ヨシ灯りを楽しみました。

渡良瀬遊水地のヨシ灯り２０２１

▶
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
教
室

10
月
23
日
か
ら
31
日
ま
で
、
都
賀
公
民
館
に
お
い
て
、
今
年
で

第
45
回
と
な
る
都
賀
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
協
会
の
方
々
が

展
示
、
歌
謡
、
音
楽
、
芸
能
の
各
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。（
歌
謡
、
音
楽
、
芸
能
部
門
の
発
表
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
無
観
客
で
行
わ
れ
ま
し
た
。）
訪
れ
た
人
た
ち

は
、
様
々
な
展
示
品
を
参
観
し
た
り
体
験
教
室
に
参
加
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

都
賀
文
化
祭
開
催

▲地元の方が今も大切にしている八百比丘尼堂

　西方町真名子地区には、不老不死伝説で知られる八
お び く に
百比丘尼尊像（市指定文化財）

が祀られた八百比丘尼堂があり、命日が旧暦8月25日とされていることから毎年9
月に例祭が行われています。今年は9月26日、小雨の降るなか開催されました。こ
の年に一度の例祭の時には、お堂が開かれ八百比丘尼尊像を間近に見ることができま
す。

八百比丘尼堂例祭

▶  

大
花
壇
に
は
季
節
の
花
が

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す

色
と
り
ど
り
の

◀
バ
ラ
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す

　
岩
舟
町
下
津
原
に
あ
る
「
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
」
で
、
10
月
、

バ
ラ
園
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。
バ
ラ
園
に
は
青
い
バ
ラ
や
皇

室
や
世
界
の
王
室
の
名
前
が
つ
い
た
バ
ラ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
花
セ
ン
タ
ー
に
は
、

熱
帯
や
亜
熱
帯
の
植
物
を
常
設
す
る
大
型
温
室
や
カ
フ
ェ
を
併
設

す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
季
節
ご
と
の
企
画
展
や

体
験
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

バ
ラ
園
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た

▲ 両毛線沿いのコスモスの風景

秋風にゆれるキバナコスモス▶

　
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
、
下
皆
川
の
両
毛
線
沿
い
の
休
耕
田

で
は
、
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
が
秋
風
に
揺
れ
る
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
コ
ス
モ
ス
畑
は
、
先
の
永
野
川

の
決
壊
に
よ
る
水
害
か
ら
の
復
興
を

願
い
、
下
皆
川
環
境
保
全
会
が
種
ま

き
を
始
め
た
も
の
で
す
。

両
毛
線
沿
い
の
コ
ス
モ
ス
畑

染料を温めてストールを浸します▶

▲ムラなく染め上がりました

　10月 20日、大宮公民館にて、とちぎ花センター職員を講師に招き、草木染め講
座が行われました。インド茜の木から抽出した染料を使用し、ストールを薄い赤色に
染色しました。染料で染め、洗い、定着させる工程を繰り返し、1時間ほどで完成し

ます。参加した 13名の皆さんも、きれい
な染め上がりに満足したようでした。

さわやかレディース学級　草木染め

　

端
正
な
お
顔
を
近
く
で

◀
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

展示された作品（一部）▲▶


